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第 25 期第 14 回板橋区農業委員会定例総会 
 

開催日時    令和６年８月２７日（火）午後４時００分 

 

場  所    下赤塚地域センター第２、第３洋室 

（赤塚庁舎３階） 

 

出席委員    １１名 下記のとおり 

 

 

記 

 

議席 

番号 
氏   名  

議席 

番号 
氏   名 

議席 

番号 
氏   名 

1 安井 一郎 ５ 稲本 政美 ９ 木村 博之 

２ 會田 幸夫 ６ 山口 賢治 10 宮本 拓 

３ 松澤 智昭 ７  11 田中 はつ江 

４ 染宮 利章 ８ 中妻 じょうた  12 大野 治彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議  事 

 

 

１ 協議事項 

 (1) 引き続き農業経営を行っている旨の証明書の発行について     (資料１) 

            

２  報告事項        

(1) 農地転用届出の専決処分報告について                  (資料２) 

合計６件 （内訳：４条関係３件、５条関係３件） 

(2) 国有農地見回り調査の結果について               （資料３） 

 

３ その他 

 

４ 次回日程 

   日 時  令和６年９月２７日（金） 午後２時００分 開会 

   場 所  下赤塚地域センター第２、第３洋室（赤塚庁舎３階） 

 

 

 

議  長  山口 賢治   会長 

署名委員  中妻 じょうた 委員 

木村 博之   委員 

出席係員  木内 俊直   事務局長 

岸  幸夫   農政担当係長 

柴  圭太   書記 
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只今より、第２５期第１４回農業委員会定例総会を開会させていただ

きます。 

会長、進行をお願いいたします。 

 

皆さま、こんにちは。 

早速ではありますが、定例総会を始めさせていただきます。 

本日の署名委員は、中妻じょうた委員、木村博之委員を指名させてい

ただきます。欠席の届出が久保秀一委員から出ております。 

それでは、協議事項（１）引き続き農業経営を行っている旨の証明書

の発行について、事務局より説明をお願いします。 

 

それでは、資料１、１ページをご覧ください。この証明書は、相続税

の納税猶予を受けている方が、３年に一度、税務署に提出する「相続税

の納税猶予の継続届出書」に添付する書類となっております。今回は１

件でございます。 

番号１、土地所有者の住所及び氏名は記載のとおりです。生産緑地番

号は３、土地の所在は、成増四丁目１０２７番１の一部、１０２８番の

一部、１０２９番の一部、１０３０番１、１０３１番１の一部、１０３

５番１２の一部及び１０３９番３６の７筆で、地目はいずれも畑、面積

は合計で１９５２．０４平方メートルです。概ねの位置ですが、１ペー

ジ下段の生産緑地番号３の案内図において、矢印が指しているところ

で、成増厚生病院の南西側です。８月１９日に、染宮利章委員に現地を

確認していただいております。問題等がなければ、２ページの証明書を

発行いたします。現地の詳細については、書記からモニターを使って、

ご説明いたします。 

 

番号１、生産緑地番号３です。さつき、レモン、みかん、不知火、ブ

ルーベリーなどが植えられておりました。適切に耕作されている様子が

確認できましたので、証明書の発行にあたり問題はないと考えておりま

す。 

また、本件に関連しまして、前回の総会にてご質問のございました、

生産緑地を所有している農家数及びそのうち相続税納税猶予を受けて

いる方の数も合わせて、この場でご報告いたします。令和５年度末現在

で、生産緑地地区数は５４地区、生産緑地所有者数としましては、４８

名となっております。なお、複数の地区を所有する方や共有名義の場合

もございますので、必ずしも地区数と所有者数は一致いたしません。ま

た、４８名のうち、相続税納税猶予を受けている方としましては、２５

名となっております。本件の説明及び前回の総会時におけるご質問に対

する回答は、以上でございます。 
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何か、ご意見、ご質問等はございますか。 

 

引き続き農業経営を行っている期間がちょうど３年間にはなってい

ないのですが、期間の設定にあたり、どのようなルールになっています

か。 

 

引き続き農業経営を行っている期間について、始期は３年前に農業委

員が現地確認を行った日付とし、終期は今回農業委員が現地確認を行っ

た日付となっております。 

 

そうすると、次回の期間はどのようになるのでしょうか。 

 

まず、本件は３年毎に税務署に提出する「相続税の納税猶予の継続届

出書」に添付する書類の一つとなっており、相続開始から１０か月後の

日付が提出期限となっています。３年後にも相続税納税猶予を継続する

場合、引き続き農業経営を行っている期間としては、今回農業委員と現

地確認を行った令和６年８月１９日を始期とし、終期は３年後に農業委

員と現地確認を行った日が明記されることになります。 

 

 参考までに、農作物はどのようなものが植えられていましたか。 

 

 先ほどの説明と重複しますが、さつき、レモン、みかん、不知火、ブ

ルーベリーなどが植えられておりました。 

 

他に何か、ご意見、ご質問等はございますか。 

特にないようですので、番号１の生産緑地番号３につきまして、証明

書の発行をお願いいたします。 

続きまして、報告事項（１）農地転用届出の専決処分報告について、

事務局より説明をお願いいたします。 

 

それでは、資料２、３ページをご覧ください。農地法第４条第１項第

７号の規定による届出で、令和６年７月１１日から同年８月１０日まで

に届出があったもの、３件でございます。 

専決番号１、土地の所在が赤塚新町三丁目４３６番７で、登記簿上の

地目は畑、現況は不耕作地です。面積は、７６平方メートル、転用の目

的は個人住宅です。届出人の住所、氏名、職業は記載のとおりです。概

ねの位置は、３ページ下段の専決番号１の案内図において、矢印が指し

ているところ、川越街道赤塚新町三の交差点の西側です。現地の詳細に

ついては、書記からモニターを使って、ご説明いたします。 
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現況は個人住宅が建設中で、令和６年４月着工、令和６年８月完了予

定、木造３階建て１棟の個人住宅が建築予定となっております。現地確

認の写真は７月１７日ですので、ほぼ工事が完了している状況でした。

説明は以上でございます。 

 

続いて、専決番号２、土地の所在が大原町２３番１３で、登記簿上の

地目は畑、現況は不耕作地です。面積は、１４９平方メートル、転用の

目的は分譲住宅です。届出人の住所、氏名、職業は記載のとおりです。

併せまして、専決番号３、土地の所在が大原町２３番９で、登記簿上の

地目は畑、現況は不耕作地です。面積は、１１平方メートル、転用の目

的は分譲住宅です。届出人の住所、氏名、職業は記載のとおりです。概

ねの位置は、４ページ上段の専決番号２と３の案内図において、矢印が

指しているところ、志村第一中学校の北東側です。現地の詳細について

は、書記からモニターを使って、ご説明いたします。 

 

専決番号２及び３は隣地となっておりますので、写真につきましても

合わせて説明いたします。現況は不耕作地となっており、手前側が専決

番号２、奥側が専決番号３の土地となっております。令和６年１０月着

工、令和７年２月完了予定、木造３階建て１棟の分譲住宅が建築予定と

なっております。説明は以上でございます。 

 

４条関係３件につきまして、ご質問等ございましたら、お願いいたし

ます。 

 

大原町の土地について、門扉の前の縁石部分も対象になるのでしょう

か。 

 

門扉の前の縁石部分も対象の土地となりますが、道路部分は対象外と

なっています。 

 

他に何か、ご意見、ご質問等はございますか。 

特にないようですので、続いて５条関係について、事務局より説明を

お願いいたします。 

 

続きまして、農地法第５条第１項第６号の規定による届出で、令和６

年７月１１日から同年８月１０日までに届出があったもの、３件でござ

います。５ページをご覧ください。 

専決番号１、土地の所在が小茂根二丁目３８番３の１筆で、登記簿上

の地目は畑、現況は不耕作地です。面積は２２８平方メートル、転用の

目的は共同住宅です。譲渡人、譲受人の住所、氏名、職業は、記載のと
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おりです。概ねの位置は、６ページ上段、専決番号１の案内図において、

矢印が指しているところ、筑波大学付属桐ヶ丘特別支援学校の北西側で

す。現地の詳細については、書記からモニターを使って、ご説明いたし

ます。 

 

現況は駐車場となっており、令和７年３月着工、令和７年１０月完了

予定、軽量鉄骨造３階建て１棟の共同住宅が建築予定となっておりま

す。説明は以上でございます。 

 

続いて、専決番号２、土地の所在が成増二丁目１８０番７の１筆で、

登記簿上の地目は畑、現況は不耕作地です。面積は１９５平方メートル、

転用の目的は共同住宅です。譲渡人、譲受人の住所、氏名、職業は、記

載のとおりです。概ねの位置は、６ページ下段、専決番号２の案内図に

おいて、矢印が指しているところ、成増駅の北西側です。現地の詳細に

ついては、書記からモニターを使って、ご説明いたします。 

 

現況は木造２階建て１棟の共同住宅となっており、こちらは現況に対

する届出でございます。説明は以上でございます。 

 

続いて、専決番号３、土地の所在が高島平四丁目１０番５の１筆で、

登記簿上の地目は畑、現況は不耕作地です。面積は５５８平方メートル、

転用の目的は駐車場です。譲渡人、譲受人の住所、氏名、職業は、記載

のとおりです。概ねの位置は、７ページ上段、専決番号３の案内図にお

いて、矢印が指しているところ、高島第三小学校の南西側です。現地の

詳細については、書記からモニターを使って、ご説明いたします。 

 

現況は駐車場となっており、令和６年９月１１日着工、令和６年９月

２５日完了予定、同じ駐車場ではありますが、砂利を敷いて再整備をす

る予定となっております。説明は以上でございます。 

 

何か、ご意見、ご質問等はございますか。 

 

こちらは３件とも売却されたという認識でよろしいですか。 

 

３件とも所有権の移転が伴うものですので、おそらく売却されたもの

と推察されます。 

 

他に何か、ご意見、ご質問等はございますか。 

特にないようですので、次に進めさせていただきます。 

続きまして、報告事項（２）国有農地見回り調査の結果について、事
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務局より説明をお願いします。 

 

こちらは、書記からご説明いたします。 

 

８ページ、資料３をご覧ください。国有農地見回り調査の結果につい

てご報告いたします。見回り実施日は令和６年８月７日（水）、見回り

実施者は事務局職員２名で確認いたしました。国有農地所在地及び公簿

面積は記載のとおりです。今回の状況についてご報告させていただきま

す。８ページの（１）未貸付地と農耕貸付地は９件です。調査結果は、

今回確認いたしましたところ、前回調査からの改善・変更はございませ

んでした。続いて、９ページの（２）転用貸付地２１件です。こちらも

前回の調査から状況の変化はございませんでした。それでは、それぞれ

の現況について画面でご説明いたします。なお、一団の国有農地につき

ましては、８ページと９ページにまたがっている場合もありますが、合

わせて説明させていただきます。 

 

 〔書記から国有農地の現況説明〕 

  

現況のご説明は以上でございます。総会終了後、調査結果については、

状況の変化・変更は無い旨と合わせて雑草が繁茂していたり、不法投棄

されている等の状況を、東京都知事あてに報告いたします。国有農地の

調査結果の報告は以上でございます。 

 

何か、ご意見、ご質問等はございますか。 

 

用語の定義について、お聞きしたいのですが、未貸付地・農耕貸付地・

転用貸付地とありますが、転用貸付地は、農地を転用して貸し付けた土

地という理解でよろしいでしょうか。 

 

おっしゃるとおりです。 

 

転用貸付地について、借受人は土地代を払っているかと思いますが、

固定資産税は支払っているのでしょうか。また、相続があった場合は、

その権利はどのようになるのでしょうか。 

 

土地に係る固定資産税については、借受人は土地の所有者ではござい

ませんので、借受人は、固定資産税を負担していないと思われます。 

また、借り受けている方が亡くなった場合に、お子さまに名義が変わ

るという事例は過去にもございます。そのため、借受人が亡くなった場

合は、その土地を引き継ぐことができることになります。 
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そうなると、固定資産税を払っている方と不公平が生じるかと思いま

すが、それを板橋区として東京都や国に対して問題提起することはない

のでしょうか。 

 

これについては、国の制度上の話になるかと思いますので、やむを得

ないところであると事務局としては考えています。 

 

過去に農耕貸付地を駐車場にしてしまった結果、国が該当者に該当地

を売却したという事例もあり、一般的な考え方として、不公平に感じる

部分も多い制度である思いますので、農業委員会としても、東京都や国

へ改善を求めた方が良いと思います。 

 

事務局職員２名で見回りを行ったとありますが、どのくらいの時間を

要しましたか。 

 

概ね午前中の半日をかけて見回りを行いました。 

 

大変だったと思いますが、この見回りの主たる目的はなんでしょう

か。 

 

東京都国有農地等管理事務処理要綱では、農業委員会は国有農地等を

定期的に見回り、国有農地等の現状把握に努めるものとすると規定され

ており、主たる目的としては、現状がどのような状況になっているかを

見回り、都知事に報告するものです。 

 

見回りを行い、雑草が繁茂している状況を都知事へ報告した際に、東

京都は、雑草を刈り取ってもらえるのですか。 

 

処理要綱では、知事は、未貸付の国有農地等に繁茂する雑草類を概ね

年２回以上、刈取等処理すると明記されております。 

 

毎年職員が３０か所を見回り、現状が解決されないまま同じ報告を繰

り返しており、国の制度なのでやむを得ないですが、疑問を感じており

ますので、質問をさせていただきました。 

 

一団の土地とはどういうことでしょうか。 

 

隣同士の土地で一体となっているため、一団の土地という表現を使っ

ております。 
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板橋区は農業委員会がありますが、農業委員会が設置されていない区

はどのように対応しているのでしょうか。 

 

２３区内では、農業委員会が設置されているのは７区ですが、農地が

若干残っている区につきましては、産業部門の部署が国有農地等の事務

を担っていると伺っています。 

 

本日の議事の中でも、国有農地の制度が本当に適切なのかという懸念

が挙げられておりますし、特に未貸付地につきましては、毎年同じ報告

を行い、改善が見られないところは解消していくことが本筋であると考

えます。また、転用貸付地につきましては、賃料が安く、代々引き継い

でいけるというのであれば、不公平感があると言わざるを得ないと思い

ます。そもそも国が細かい土地を管理していくということは難しいの

で、解消の努力をしていかなければいけないと思います。農業委員会か

ら東京都や国へそういった意見を挙げていくということはできないの

でしょうか。 

 

国の国有農地は全国にあり、板橋区に限っては面積が小さいですが、

全国を見ると非常に面積も大きくなっています。そのため、東京都と地

方の道府県では状況が異なりますので、意見を挙げるのであれば、２３

区内の農業委員会の意見を取りまとめた上で、東京都から国に挙げると

いう形にしないと、なかなか国への効果的な働きかけにはならないと思

います。 

  

 東京都は地方と比べて地価が高いため、東京都内の国有農地は東京都

の問題として別個に考えていくべきだと思います。そのため、私も国有

農地の在り方については、農業委員会として他区とともに、東京都に問

題提起をしていく必要があると考えますが、いかがでしょうか。 

 

 農業委員会組織においては、東京都や国に対して要請活動を行ってお

ります。一例ですが、毎年２月に開催されます農業者大会の中で、東京

都や国に要望する内容を決議し、要請活動を行っているところです。そ

ういった要請活動の中で、国有農地の在り方についても取り上げていけ

ればと思いますので、今後東京都農業会議等と連携し、協議、提案をし

ていきたいと考えております。 

 

 国有農地の制度については、国から東京都を経由して各農業委員会に

おりてきますので、要望を挙げるのであれば、国に対して直接行った方

が効果的であると思います。 

 



 

委 員 

 

 

 

農政担当係長 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 こういった内容は、東京都農業会議の審議委員会で要望をまとめてい

ただくことも可能なのか、それとも各農業委員会事務局が集まった場で

意見をまとめていくことになるのか、その辺はいかがでしょうか。 

 

 例えば都内を数地区に分けた農業委員会の集まりが年数回あります。

その区部の集まりの中で要望事項等を協議し、その内容を東京都農業会

議がとりまとめ、最終的に都内の農業委員会全体の要望事項としてまと

めていくので、板橋区としても事務局の集まりの中で要望事項を提案し

ていきたいと思います。 

 

事務局、よろしくお願いいたします。 

その他に何か、ご意見、ご質問等はございますか。 

特にないようですので、本日の議事は以上となります。 

全体を通して、何かございますか。 

特にないようですので、これをもちまして第１４回定例総会を閉会い

たします。 

 

 

（終了時間 午後５時２分） 

 

次回の日程を下記のとおり決定し散会 

 

・運営委員会  ９月１９日（木）午後２時００分 

・定例総会   ９月２７日（金）午後２時００分 

 

 


